
●⼆輪⾞へのバッグ取り付けは⾞両が倒れないように平坦な場所で⾏ってください。

●過積載や⽚寄った積み⽅はしないでください。バッグが変形・破損するほか、転倒などの事故に

つながる恐れがあります。

●各部のベルトは調整後に確実に縛るようにしてください。⾞体の回転部や駆動部に巻き込まれると

⼤変危険です。

●⾛⾏前点検時に各部取り付け箇所の緩みがないか確認してください。⾛⾏中に部品がはずれ、事故に

つながる恐れがあります。

●取り付け後は必ず試験⾛⾏を⾏い、巻き込み、脱落の恐れが無いか点検をしてください。

●⾛⾏中に異常が発⽣した場合は、直ちに⾞両を安全な場所に停⾞させ、異常箇所を点検して

ください。

●本体およびベルト類にほつれなどの破損が⾒受けられる場合、直ちに使⽤を中⽌してください。

●法定速度以上での使⽤はお避けください。

●乳幼児や⼩さなお⼦様の⼿の届くところで保管しないでください。窒息の危険がともないます。

●本製品は防⽔加⼯を施しておりますが、完全防⽔仕様ではありません。⾬天時での⻑時間の使⽤や

⾬量などによって浸⽔する場合があります。

●⾼温・多湿の環境で⻑時間、他の素材と密着させると、⾊移りが⽣じる可能性があります。

●鋭利なものをいれたり、強い衝撃を加えると破損する原因となります。取り扱いには⼗分にご注意

ください。

●荷物の無理な押し込みやかたよった⼊れ⽅は、製品の破損の原因となりますのでお⽌めください。

●⽣地や各部の縫製は、無理な⼒を加えるなど乱暴な扱いをすると破損する恐れがあります。

●製品をストーブなど熱源のそば、直射⽇光の当たる⾼温の場所などに放置しないでください。

変形、変⾊、引⽕の恐れがあります。

●⼆輪⾞への取り付けの際には、バッグ開⼝部がしっかりと閉じられているか、またしっかりと固定

されているかを⼗分にご確認ください。発進時および⾛⾏時にバッグおよび中⾝が落下し事故に

つながる恐れがあります。

●バッグ本体、ベルト、バックル等を掛ける場所によっては、カウルやフレームに傷が付く場合が

あります。事前に保護シートなどで対策を⾏ってください。
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